
拙

攻

節

二
十
六
容

節
五
班

萱

四

｡

ニ
凹

七
､
現
代
は
於
で
も
北
北
西
方
向
の
断
層
の
活
動
は
終
若
し
ね
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡
此
の
鮎
は
l
暦
拭
慈

し
で
何
等
か
の
確
管
を
地
質
撃
的
ほ
猿
で
散
-
rJ
と
が
緊
要
で
あ
る
｡

(
昭
利
十
1
年

青

桐
)

東
京
市
江
戸
川
公
園
の
員
党
石
静

(隅
東
南
部
新
重
代
化
石
群

其
の
七
)

大

炊

御

門

経

輝

本
年
三
月
東
京
市
の
失
業
救
蹄
事
業
の
一
っ
と
し
で
行
ほ
れ
た
江
戸
川
改
修
工
事
の
際
に
小
石
川
笹
江
戸
川
公
園

の
崖
下
に
月
化
不
暦
が
観
出
し
た
O
東
京
市
公
園
課
技
師
朝
川
要

一
氏
の
御
好
意
に
依
み
多
数
の
月
化
石
を
採
集
す

る
こ
と
が
出
家
た
｡
化
石
暦
は
工
事
の
完
了
と
共
に
緩
び
我
々
の
眼
か
ら
遮
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
の
で
､
簡
単
な
が

ら
報
骨
す
る
次
第
で
あ
る
｡

江
月
川
公
園
は
小
石
川
養
地
の
線
の
斜
面
は
細
長
-
造
ら
れ
､
崖
の
大
部
は
樹
木
.
石
垣
及
び
都
革
で
蔽
は
れ
宅

ゐ
る
｡
闘
口
町
宵
二
番
地
の
北
に
替
る
第

1
園
の
鮎
線
の
部
分
が
新
に
据
わ
下
げ
ら
れ
て
共
感
に
化
石
暦
が
露
出
し

た
｡
此
の
附
近
の
僚
序
は
第
二
園
は
示
し
食
通
-
で
､
新
川
底
か
ら
上
方
五
十
粒
の
間
に
は
(
1
)脊
物
色
裾
暦
が
あ

-,hそ
れ
か
ら
上
に
順
に
(
二
)骨
粉
色
砂
泥
瓦
厨
二

光
九
十
糎
)､
(
≡
)育
物
色
粗
粗
砂
暦
(七
十
糎
)
､
(
四
)禍
色
砂



圏
(
･7
米
光
十
糎
)､
(
韮
)機
暦
(
7
米
)
､

(六
)褐
色
砂
層
が
あ
る
｡

(

こ
蘭
物
色
泥
轡
の
表
面
に
は
小
n
在
凹
凸
が

め
-
叉
'
月
鵜
は
よ
る
穿
孔
荘11=
が
見
ら
れ
る

｡(
二
)
砂
泥
互
厨
か
ら
上
の
助
骨
は
互
は
盤
各

で
(
≡
)
粗
粒
砂
暦
は
海

面
上
六
米
の
高
ru
に
あ
る
｡
(
義
)鹿
骨
の
数
氷

上

か
ら
崖
の
頂
近
-
迄
は
樹
木
､
石
垣
等
で
地
層
の
大
部
分
が
隠
さ

第 一 間

江戸JH公園北閣部牢固間

｢＼.

れ
て
観
察
は
不
充
分
で
あ
る
が
(
五
)磯
暦
の
上
方
約
十
二
光
の
塵
に
約

三
米
の
厚
さ
を
有
す
る
磯
暦
が
あ
る
｡

化
石
は
(
二
)
砂
泥
瓦
暦
の
澱
下
部
と
〔
三
)
粗
粒
砂
暦
中
に
含
ま
れ
て

ゐ
る
｡

(
二
)
の
地
膚
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
月
化
石
は
殆
ど

A
n
a
d
a
r
a

g
ra
n
osa
(Li

nn6)と
O
sfr
ea
g
ig
a
s
T
h
u
n
b
erg
で
他
の
横
猿
は
極

′6 1且

神 色 紬 嘲t月

L幣 J!

掘色石･JIJq

未知 色鮒 砂恥 軸′､イqlヒJF)

斉純 色.a.lHJ?..4月

諒駁 競 JyA

文 化 石産地

節

洗
流
市
江
戸
川
公
園
の
風
化
前
潜

江
戸
川
公
園
地
質
柱
状
断
面
図r

,.L
.J.]器
.

I

:
～J

･:灯
･C
.

･

l･.Il

A

A

鯛

か



地

球

節
二
十
六
食

餌
五
雛

塁

六

二
六

め
て
少
な

い
｡

(

≡
)粗
粗
砂
中
の
月
化
石
の
種
類
及
び
個
憤
激
は
下
部
の
化
石
層
の
も
の
よ
-
一
段
と
多
-
.
優
勢

種
は
A
fta
d
a
ra
gra･nosa
(Linn
6),
P
e
ci
en
yessoen
sis
J
a
y
､
及
び

V
en
er
icard
ia
fer
r

ugirzosa
(A
dsam
s
et

R
e
e
v
e
)

で
あ
る
｡
上
p
下
二
層
の
化

石
暦
に
於
で
共
に

A
n
a･d
a
r
a
gr
a
n
o
uqa
(L
in
n
6
)
バ
イ
ガ
ヒ
が
優
勢
で
あ
る

の
で
蓮
等
の
月
厨
を
各
々
上
部

ハ
イ
ガ
ヒ
暦
及
び
下
部

ハ
イ
ガ
ヒ
闇
と
呼
ぶ
乙
と
は
す
る
｡

復
興
局
の
東
京
及
横
波
地
質
調
査
報
骨
に
依
れ
ば
小
石
川
轟
地
は
就

い
て
は

｢
下
部
粘
土
暦
は
下
部
砂
磯
暦
を
被

覆
し
て
金
城
は
頒
布
し
厚
さ
窪
町
よ
ム
竹
早
町
は
豆
み
て
敢
も
厚
-
十
四
米
乃
寅
十
八
米
な
る
も
其
他
に
は
概
し
て

的
米
乃
至
六
米
な
-
'
上
部
砂
塵
瀞
は
鶴
能
町
原
町
附
近
､
大
塚
公
園
附
近
､
小
日
向
蔓
町
竹
早
町
附
近
ほ
頒
布
し
､

原
ruは
大
塚
公
園
の
十
六
光
政
も
厚
-
'
鶴
舘
町
原
町
附
近
ほ
十
米
乃
葦
十
四
米
と
な
り
､
其
他
に
は
二
光
乃
至
六

光
な
ら
'
白
山
御
殿
町
附
近
.
窪
町
附
近
､
大
門
町
附
近
及
紺
口
姦
町
附
近
に
は
之
む
槍
せ
ず
､
鶴
寵
町
.
小
日
向
町

附
並
に
於
で
は
木
簡
中
に
介
化
石
を
根
城
せ
-
｣
と
あ
る
.
下
部
粘
土
暦
及
び
下
部
砂
塵
暦
は
振
興
局
報
文
の
第
三

紀
中
部
暦
に
､
上
部
砂
磯
瀞
は
第
三
紀
上
部
暦
に
属
す
る
.
同
報
文
は
依
る
と
袖
口
姦
町
附
妃
に
は
上
部
砂
塵
暦
を

槍
せ
ず
と
あ
る
が
'
今
回
江
戸
川
改
修
工
事
は
よ
-
新
に
露
出
し
た
地
膚
に
就
レ.
て
見
る
ほ
､
本
文
の
(
二
)
及
び
(
≡
)

の
含
化
石
暦
は
複
典
局
の
筋
三
配
上
部
暦
の
上
部
砂
磯
暦
に
祁
皆
し
､
(
〟
)
の
地
層
は
第
三
配
中
部
圏
の
下
部
粘
土

層
は
鼎
皆
す
る
と
恩
は
れ
る
｡

上
部
及
び
下
部

ハ
イ
ガ
ヒ
暦
か
ら
採
基
し
た
月
化
石
を
次
に
列
拳
す
る
｡



加
流

肘

江
戸
川
公

脚
の

風
化
前
炉

1J
I.i.
1.七

上.上部-､イガLF昏 下.下部-イガヒ層

AL=左Ibundant CここCOmmOn R=1･are

GASTROPODA

1.Sofa,7･iera sp.

2. Umboni･tl1JbmOnilifcruつn(Lamarck)-･･･

3.NodlLqCalarissoinaefor7nis(Yokoyama)

4.ML?1LeLqthosp･
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鰐

二
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Arcopagia(Her,L'sca)ojiem/βig(Tokunaga)
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1
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只
U
4

5

6

7

cc
9

0

1
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2

Cq
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qU
3

3

nd
nC
nd
3

3

nd
4

4

4

50.Barneajaponica(Yokoyama)

51.MyadorajluctuosaGould
三

八

二
八

下
部
ハ

イ
ガ
と
暦
の
月
化
石
は

就

い
て
は
特
撃
す
べ
き
も
の
は
老

い
が
.
上
部

ハ
イ
ガ
ヒ
暦
に
於

い

て
A
n
a
d
a
r
a

g

raJw
B
a
(L
i
n
n
6
)

と

P

e
e

叶en
ye

s
s

oe･莞
is
J
ay･
が

典
は
優
勢
で
あ
る
乙
と
は
奇
異
な

戚
恕
懐
か
せ
る
｡
従
凍

A
nadara

g
r
a
n
o
s
a

は
東

京

以
西
に
多
-

知
ら
れ
､

姦
轡
､
支
部
p

フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
､
印
度
群
に
戯
-
分
布
し

貴
翻
型
の
月
で
あ
る
の
は
勤
し
､

P
e

cten
yessoensis
は
梯
太
､
北

海
道
､
陸
奥

､
陸
中
､
陸
前
､
宮

山
轡
'
能
登
か
ら
産
す
る
観
潮
型

の
月
で
あ
る
｡
然
し

A
n
ad
ara

gra
no･l-a
は
佐
々
木
望
博
士
及
び

竹
山
俊
雄
撃
士
に
よ
-,l
執
舘
か
ら



も
鷹
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
を
-
､

Lischke
は
兼
京
轡
か
ら

P
eciel"
J
eSSOemSis
を
報
菅
L
t
又
環
E
徳
光
氏

に
依
れ
ば

Langford
が
同
じ
-
墾

尿
轡
か
ら
肉
の
附

い
た
月
を
採
集
し
た
と
の
FJ
と
で
あ
る
か
ら
両
種
の
分
布
紘

互
は
人
ら
込
ん
で
ゐ
る
｡
現
在

A
n
a
d
ara
gran
osa
を
盛
ん
は
養
殖
し
て
ゐ
る
岡
山
腫
児
島
轡
地
方
に
就

い
て
見

る
ほ
､
轡
内
波
静
か
在
p
少
し
-
淡
水
の
流
入
が
あ
少
､
海
底
は
軟
泥
で
干
潮
の
時
に
は
水
底
の
露
は
れ
る
塵
が
繁

殖
は
適
す
る
が
･
淡
水
の
流
入
甚
だ
し
い
場
所
や
'
繊
度
の
弧

い
虞
は
適
せ
な

い
.
他
方
北
海
道
､
青
森
轡
等
ほ
於

い
て

P
ec･ien
y
esso
en
siS
は
汲
静
か
夜
内
滞
､
水
操
散
光
乃
至

二
十
兼
任
の
砂
磯
或
は
砂
泥
の
地
に
多
産
す
る
｡

Anadara
gra
m
sa

は
塞
束
に
鍋
上

海
水
瓶
庇
の
低

い
廃
は
養
殖
に
は
適
せ
覆

い
が
'
其
の
他
の
鮎
は
於

い
て

両
横
の
繁
鵜
に
趨
す
る
修
仲
は
似

てゐ
る
｡
若
し
も

A
ILad
a
r
a
g
r
alW
Sa
が
塞
束
は
対
し
て
幾
分
の
抵
抗
力
む
塘

大
し
た
な
ら
ば
両
種
の
北
ハ在
曲
数
す
る
rJ
と
が
想
像

さ
れ
る
｡

Amad
a
r
a
g
r
a
n
osa

と

P
ecien
IqJ
eSSOe,iSis

の
現
在
の
分
布
の
中
､
両
種
の
共
に
塵
す
る
範
囲
は
太
平
洋
側

で
は
商
館
か
ら
東
京
附
近
迄
で
､
上
部

rl
ィ
ガ
ヒ
厨
堆
積
皆
時
の
水
温
も
大
磯
此
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
ら
う
が
'

同
僚
の
月
化
石
を
見
る
に
大
部
分
は
来
状
､
中
酉
部
日
本
に
亘
っ
て
崖
す
か
日
本
要
素
か
ら
成
-
､
叉

G
ly
ey
m
er
is

･yessoensis
が
可
を

力
多
数
鹿
す
る
の
で
､
常
時
の
永
池
は
現
在
の
東
京
轡
附
近
の
水
温
と
大
差
な

い
が
蔑
分
こ
れ

よ
-
低
か
つ
ね
と
恩
は
れ
る
る
｡

東
京
圏
の
代
表
約
月
化
石
産
地
で
あ
る
瀧
ノ
州
の
紅
葉
寺
､
同
水
車
場
の
所
謂
王
子
の
月
化
石
と
此
険
し
で
見
る

と
.
其
の

フ
ォ
ー
ナ
の
顔
ぶ
れ
は
非
常
は
よ
-
似
て
ゐ
る
｡
然
し
上
部

バ
ィ
ガ
ヒ
厨
に
多

い
A

lta
d

ara
gr
a
n
osa

及
び

P
ecien
y
essoen
sis
は
王
子
の
化
石
の
中
に
は
見
ら
れ
な

い
｡

光
茶
け
江
戸
川
公
凶
の
月
化
石
櫛

書

式

二
九



地

球

解

二
十
六
魯

第
五
鞭

言

O

三
〇

田
端
の
英
樹
は
横
山
教
授
に
依
る
と
三
背
の
別
が
あ
-
､
最
下
部
は
王
手
化
石
瀞
と
同

'..
骨
準
で
､
中
位
の
は
牛

淡
水
静
で

A
n
a
d
a
r
a

g
r
a
n
osa
が
多
-
出
る
｡
最
上
の
化
石
暦
は
戚
-…H
暦
に
数
似
L

T
ellin
a

v
en
u
lo
sa
及
び

M
actr
a

s

ulcaiar
ia

が
多

い
｡
此
の
敢
上
部
の
化
石
暦
と
江
月
川
公
園
の
上
部

ハ
イ
ガ
ヒ
暦
と
を
比
較
し
-tJ
見
る

に

､
G
ly
cy
gTu
Zr
is

は
別
報
の
月
暦
は
於
で
は

a
lboli
･n

eata
は
よ
-
代
表
rb
机
.
江
戸
川
公
園
の
月
暦
に
於
で
は

y
ess
oeJw
is
が
多

い
｡
叉
上
､
下
部

ハ
イ
ガ
ヒ
暦
に
は

T
ellin
a

7)en
u
losa･
が
簸
-
t

M
a
ctra

s
u
lc監
a
r
ia
も

極

め

て柿
で
あ
る
の
で
両
月
暦
の
封
比
は
不
吋
能
で
あ
る
｡
田
端
の
中
位
の
平
淡
氷
層

に
A
n
ad
ara
gra
n
osct
の

多

い
こ
と
は
江
戸
川
公
園
の
月
暦
と
よ
-
似
て
ゐ
る
が
､
m
報
に
多

い

B

aiilta,ria
zo?La
lis
及
び

C
er
iih
id
ea

c
i
･n

g
u
la
ta

は
上
p
下
部

.T
ィ
ガ
ヒ
暦
中
に
は
顔
見
さ
れ
な
か
っ
た
O
上
､
下
部

ハ
イ
ガ
ヒ
厨
も
あ
ま
-,h肱
皮
の
弧

-
な

い
魔
に
堆
積
し
カ
も
の
で
あ
る
が
t
m
鼎
の
中
棟
の
月
暦
よ
少
は
幾
分
療
分
の
濃

い
fJ
と
を
ボ
し
て
ぬ
る
｡
江

月
州
公
園
の
月
暦
は
王
子
及
び
用
鼎
の
中
性
の
月
暦
の
い
づ
れ
に
も
或
る
程
度
の
頻
似
を
有
し
て
ゐ
る
｡

振
興
局
の
報
文
に
依
れ
ば
第
三
紀
中
部
暦
の
下
部
粘
土
暦
に
含
ま
れ
る
王
子
月
暦
の
上
の
波
状
面
は
小
石
川
姦
地

の
月
数
ほ
よ
り
穿
孔
ru
れ
於
下
部
粘
土
層
(
本
文
の
(
一
)
泥
犀
)
の
表
面
は
相
皆
す
る
｡
以
上
の
輩
よ
少
す
れ
ば
江
戸

川
公
園
の
月
骨
は
東
京
厨
の
王
子
月
暦
よ
-
上
位
に
な

み
'
田
鶴
の
中
位
の
草
淡
水
暦
に
封
此
rb
れ
る
が
､
其
の

フ

ォ
ー
ナ
の
差
典
は
常
時
の
環
境
の
差
に
ょ
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

終

わ

に
臨
み
種
々
御
数
拍
下
rb
つ
ね
中
村
教
授
.
横
山
教
授
及
び
黒
田
徳
光
氏
に
深
謝
L
t
又
採
集
の
際
は
諦
故

の
便
宜
を
典

へ
ら
れ
た
相
川
要

一
氏
に
謝
意
を
衷
す
る
｡

(

完

)


